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津和野町で育ったことへの誇りをもち、
　　　　　　　世界に貢献できる人材へ

　　 当日のひとコマ当日のひとコマ

※本ページでは、成人式に出席し写真の掲載について本人の同意が得られた方のみ掲載しています。

新成人を代表して町民憲章を読み上げる柳
井槙太郎さん（上）と、下森町長から記念

品授与を受けた前川大空さん（下）

令和５年　津和野町　二十歳を祝う会

次
第
で
す
。

長
い
歴
史
を
通
し
て
保
存
継
承
に
ご
尽
力

を
さ
れ
て
き
た
鷺
舞
保
存
会
の
皆
さ
ま
、
弥

栄
神
社
関
係
者
の
皆
さ
ま
方
に
心
か
ら
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
町
を
挙
げ
て
こ
の
度

の
慶
事
を
喜
び
合
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
世
界
各

地
で
甚
大
な
災
害
を
も
た
ら
す
な
ど
、
人
類

の
生
活
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
て
お

り
ま
す
。
平
和
と
い
う
も
の
を
戦
争
と
い
う

視
点
と
と
も
に
、
環
境
と
い
う
視
点
か
ら
も

捉
え
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に

な
っ
て
お
り
、
地
球
環
境
問
題
は
未
来
に
向

け
て
国
際
社
会
を
構
成
す
る
全
人
類
に
課
せ

ら
れ
た
責
任
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

津
和
野
町
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
に
美

し
い
森
林
づ
く
り
条
例
を
制
定
し
、
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
や
貯
蔵
機
能
を
持
つ
森
林
の
整

備
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
昨
年
に
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ

ス
化
発
電
事
業
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
地
球

環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
た
国
際
社
会
の
一

員
と
し
て
の
責
任
を
今
後
も
果
た
し
て
行
こ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
町
で
は
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
二
酸
化
炭
素
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
を
目

指
す
『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
』
を
行

い
ま
し
た
。
当
宣
言
に
基
づ
い
て
、
豊
富
な

森
林
資
源
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
中
心

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
穏
や
か
な
新
し
い
年
の
幕
開

け
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
し
て

お
り
ま
す
。
平
素
は
津
和
野
町
政
の
推
進
に

あ
た
り
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き
ま

し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和

５
年
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

『
鷺
舞
』
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

昨
年
は
、
年
の
最
後
に
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー

ス
が
入
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
国
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
で
あ
る
本
町
の
「
鷺
舞
」
が
含

ま
れ
る
「
風ふ

り
ゅ
う
お
ど
り

流
踊
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
へ
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

ご
承
知
の
通
り
、津
和
野
弥
栄
神
社
の「
鷺

舞
」
は
、
本
町
を
代
表
す
る
民
俗
芸
能
で
約

４
８
０
年
の
歴
史
を
持
っ
て
お
り
、
毎
年
7

月
20
日
と
27
日
の
弥
栄
神
社
大
祭
の
日
に
神

事
と
し
て
奉
納
さ
れ
、
そ
の
価
値
あ
る
伝
統

が
受
け
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
は
、「
鷺
舞
」
の
ほ
か
、
全
国
41

の
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
が
風
流
踊
と
し

て
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

に
、
太
陽
光
発
電
や
小
水
力
発
電
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
も
広
く
そ
の
成
果

を
還
元
す
る
な
ど
、
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
残
念
な

が
ら
現
在
も
終
息
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
引
き

続
き
感
染
防
止
対
策
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
皆
さ
ま
に
は
本
年
も
、
マ
ス
ク
の
着

用
や
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
手
指
消
毒
な
ど
の

基
本
的
な
対
策
を
日
常
生
活
に
お
い
て
心
が

け
て
頂
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
し

て
今
後
も
島
根
県
や
町
か
ら
発
す
る
情
報
に

ご
理
解
を
頂
き
、
私
た
ち
の
安
全
と
安
心
な

生
活
を
守
る
た
め
、
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
感
染
症
の
影
響
に
加
え
て
、
現
在

は
物
価
高
が
町
内
経
済
や
町
民
生
活
に
更
な

る
打
撃
を
与
え
て
い
る
と
認
め
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
国
や
島
根
県
に
対
し
て
厳
し
い

実
情
を
伝
え
、
支
援
策
を
講
じ
て
頂
く
よ
う

訴
え
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
交
付
金
な
ど
の
財
源
確
保
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
町
内
事
業
者
や
町
民
生
活
を
守
る

た
め
に
町
と
し
て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

今
年
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、
町
民
の
皆
様
を

始
め
関
係
者
ご
一
同
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

津和野町長

　　　下森 博之

新年のお慶びを申し上げます
1
月
3
日
（
火
）、
津
和
野
体
育

館
に
お
い
て
、『
津
和
野
町
二
十
歳

を
祝
う
会
』
が
執
り
行
わ
れ
、
式

に
は
、
33
名
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
穏
や
か

な
天
候
の
下
、
晴
れ
や
か
な
表
情

で
同
郷
の
友
人
た
ち
と
の
再
会
を

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

下
森
町
長
は
、「
私
達
の
先
祖

や
先
人
た
ち
が
守
り
育
ん
で
き
た

津
和
野
町
の
崇
高
な
気
風
を
こ
の

地
で
生
活
し
、
次
の
世
代
に
引
き

継
い
で
行
く
担
い
手
と
し
て
、
そ

の
責
任
と
誇
り
を
感
じ
て
頂
け
る

な
ら
ば
大
変
に
心
強
い
こ
と
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
激
励
し

ま
し
た
。

そ
の
言
葉
を
受
け
、
新
成
人
を

代
表
し
て
岡
﨑
菜
々
美
さ
ん
は
、

「
我
々
の
故
郷
で
あ
り
宝
で
あ
る

こ
の
津
和
野
町
の
発
展
に
少
し
で

も
還
元
す
る
た
め
、
一
人
一
人
が

自
覚
を
持
ち
、
郷
土
愛
を
ひ
と
つ

の
出
発
点
と
し
て
努
力
し
て
参
り

ま
す
。」
と
答
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ス
サ
ン
ネ
ッ

ト
で
放
送
さ
れ
た
小
学
１
年
生
当

時
の
映
像
を
鑑
賞
し
、
会
場
で
は

笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
様
子
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
会
場
で
配
布
さ
れ
た
、

二
十
歳
を
祝
う
会
の
し
お
り
に

は
、
家
族
や
地
域
の
方
々
へ
の
感

謝
の
言
葉
と
と
も
に
、
将
来
津
和

野
町
へ
の
貢
献
の
思
い
を
語
る
頼

も
し
い
内
容
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。

答辞を述べる岡﨑菜々美さん

※本紙に掲載した新年の挨拶は、先日サンネットにちはらで
放送した内容を一部編集し掲載しています。
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祝成人

※本ページでは、成人式に出席し写真の掲載について本人の同意が得られた方のみ掲載しています。

岩本　ひなた 廣石　龍斗

岩本　秀斗

林　菜生輝

井上　翔太 濵田　海珠糸賀　花実 西坂　直希

上田　里歩 前川　大空岩本　蓮 藤田　日向子

桑原　孝太朗 安見　藍金子　広都 森川　陽輝岡﨑　菜々美 村上　凌太

大井　緋菜乃

宮島　孟史

後藤　柚香 柳井　槙太郎

小石　理央

柳井　海斗

渡辺　あん髙杉　洸 吉田　琴見菅田　悠乃

小山　裕輔 山根　聖勝

塚本　優太伊藤　弘 竹下　雄太郎

齋藤　綾美

令和５年　津和野町　二十歳を祝う会

Public Relations Magazine Tsuwano Town　45　広報つわの
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令和５年度

申
告
の
必
要
な
方
は
必
ず
期
間
内
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
町
県
民
税
等
の
申
告
を
し
な
い
と
、
児
童
手
当
、
保
育
所

の
入
所
や
公
営
住
宅
入
居
の
申
込
み
な
ど
の
各
種
申
請
に
必
要
な
所
得
証
明
等
の
発
行
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
軽
減
措
置
の
対
象
に
な
る
人
で
も
、
所
得
が
不
明
の
た
め
軽
減
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申
告
に
あ
た
り
次
の
事
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
税
務
署
等
で
令
和
４
年
分
の
確
定
申
告

を
さ
れ
る
人
は
、
こ
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
務
署
か
ら
申
告
案
内
が
送
ら
れ
て
き
た
方
で
、
津
和
野
町
で
申
告

を
さ
れ
る
場
合
は
、
送
ら
れ
て
き
た
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
告
に
は
、
源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公
的
年
金
）
等
収
入
に
関
す
る

書
類
、
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
等
所
得
控
除
に
関
す
る
書
類
及

び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
勤
労
所
得
者
に
つ
い
て

大
工
、
左
官
、
土
木
作
業
、
そ
の
他
日
雇
で
一
定
の
勤
め
先
の
な
い
人
（
大
工
、
左
官

で
請
負
業
は
除
く
）
は
収
入
・
支
出
金
額
を
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

③
生
命
保
険
契
約
の
年
金
及
び
一
時
金（
満
期
金
等
）に
つ
い
て

　

生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
は
、
雑
所
得
と
な
り
申
告
が
必
要
で
す
。
町
県
民

税
賦
課
後
に
判
明
し
税
額
の
更
正
を
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
所
得
税
の
確
定
申
告
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
で
も
、
町
県

民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。
）

ま
た
、
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
満
期
受
取
金
等
も
一
時
所
得
と
な
り
、
申
告
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
申
告
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
津
和
野
町
独
自
の
商
品
券
は
課
税
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
の
た
め
に
支

払
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
医
療
機
関
・
各
人
ご
と
に
集
計
し
、

明
細
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
な
ど
か
ら
補
て
ん
金
が

あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
金
額
を
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
控
除
を
受
け
る
に
も
同
様
に
明
細
書
の
記
載
が

必
要
で
す
。
お
む
つ
使
用
証
明
に
つ
い
て
は
、
病
院
に
て
発
行
と
な
り
ま
す
が
、
介
護
保

険
適
用
者
の
場
合
の
２
年
目
以
降
は
、
健
康
福
祉
課
に
て
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑤
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
が
負
担
す
る

国
民
健
康
保
険
税
（
料
）、
国
民
年
金
保
険
料
、
農
業
者
年
金
保
険
料
な
ど
の
社
会
保
険

料
を
支
払
っ
た
方
（
年
金
特
徴
の
場
合
は
年
金
受
給
者
、
口
座
引
落
の
場
合
は
口
座
の
名

義
人
）
の
控
除
と
な
り
ま
す
。
支
払
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
年

金
特
徴
の
場
合
は
年
金
の
源
泉
徴
収
票
が
証
明
書
と
な
り
ま
す
。）

国
民
年
金
保
険
料
（
お
よ
び
国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
が
発

行
す
る「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
農
業
収
支
申
告
に
つ
い
て

収
入
支
出
明
細
簿
（
月
ご
と
の
集
計
）、
月
別
総
括
表
（
年
間
分
の
集
計
）
ま
た
は
そ

れ
に
代
わ
る
帳
簿
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
1
月
よ
り
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
が
拡
大
さ
れ
、
農
業
所
得
の
あ
る
す

べ
て
の
方
が
収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し
た
帳
簿
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
よ
っ
て
、
準
備
を
さ
れ
ず
に
申
告
に
来
ら
れ
た
場
合
に
は
、
申
告
を
受
け
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
令
和
４
年
中
に
新
た
に
購
入
さ
れ
た
農
具
や
支
払
代
金
が
あ
る
方
は
、
購
入
金

額
及
び
年
月
日
の
確
認
の
た
め
、
領
収
書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
減
価
償
却
を
す
る
場

合
は
、
新
品
か
中
古
品
か
で
耐
用
年
数
の
計
算
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
年
式
が
わ
か
る
も

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
傭
人
費
、
も
み
す
り
料
は
依
頼
者
、
耕
作
者
共
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
の
実
施
に
よ
り
、
令
和
元
年
10
月
１
日
以
降
の
農
協
等
へ
の

農
産
物
委
託
販
売
に
つ
い
て
、
実
際
の
販
売
額
（
販
売
手
数
料
を
控
除
す
る
前
の
額
）
を

課
税
売
上
げ
（
農
業
収
入
）
と
し
、販
売
手
数
料
を
課
税
仕
入
れ
（
農
業
経
費
）
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
計
上
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
自
家
消
費
の
み
の
場
合
、
申
告
は
不
要
で
す
が
、
田
畑
等
を
貸
し
、
小
作
料
（
金
納
、

物
納
）
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
は
不
動
産
所
得
と
し
て
申
告
が
必
要
で
す
。

※
肉
用
牛
の
売
却
所
得
に
つ
い
て
も
、
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
売
却
価
格
が

１
０
０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
一
定
の
要
件
の
下
、
課
税
特
例
（
免
税
）
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
告
期
間

令
和
５
年
２
月
16
日
（
木
）
か
ら
3
月
15
日
（
水
）

申
告
の
必
要
な
方
は
必
要
書
類
（
※
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公
的
年
金
）
等
収
入
に
関
す
る
書
類
や
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
等
所

得
控
除
に
関
す
る
書
類
。
印
鑑
は
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

所
得
税
確
定
申
告
書
等
の
提
出
時
に
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示

ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す

ご
家
族
分
の
申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で

す
。
ご
自
宅
等
か
ら
e
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
送
信
す
れ
ば
、
本
人
確
認
書
類
の
提
出
は
不
要

で
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
を
持
っ
て
い
る
場
合

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
み
で
、本
人
確
認
（
番
号
確
認
と
身
元
確
認
）
が
可
能
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
場
合

番
号
確
認
書
類
（
①
）
と
身
元
確
認
書
類
（
②
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

①
通
知
カ
ー
ド
、
住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
の
い
ず
れ
か
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
の
あ
る
も
の
に
限
る
）

②
運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど
の
う
ち
１
つ

⑥
生
命
保
険
料
控
除

受
取
人
が
あ
な
た
や
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
の
生

命
保
険
料
、
介
護
医
療
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
な
ど
の
掛
金
を
支
払
っ
た
場
合
、
一

定
の
金
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
申
告
に
は
、
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
証
明

書
が
必
要
で
す
。

⑦
地
震
保
険
料
控
除

あ
な
た
や
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
が
常
時
居
住
し

て
い
る
家
屋
等
（
生
活
用
資
産
）
に
掛
け
ら
れ
る
地
震
等
を
原
因
と
し
て
保
険
金
が
支
払

わ
れ
る
損
害
保
険
契
約
等
に
係
る
地
震
等
損
害
部
分
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
や
平
成

18
年
12
月
31
日
ま
で
に
締
結
し
た
一
定
の
長
期
損
害
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
等
を
支

払
っ
た
場
合
に
は
、
一
定
の
金
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
申
告
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。

⑧
扶
養
控
除

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
、
扶
養
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
県
民
税
の
非

課
税
限
度
額
等
の
算
定
基
準
と
な
り
ま
す
の
で
申
告
が
必
要
で
す
。

⑨
障
害
者
控
除

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
に
障
が
い
者

が
あ
る
と
き
は
、
一
定
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
障
害
者
手
帳
か
、
役
場
発
行

の
障
害
者
控
除
証
明
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

⑩
町
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

平
成
22
年
か
ら
令
和
５
年
ま
で
に
入
居
さ
れ
た
方
で
、
源
泉
徴
収
票
の
摘
要
欄
に
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
の
記
載
が
あ
り
、
こ
の
額
が
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の

額
」
よ
り
大
き
い
場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑪
配
当
所
得
等

住
民
税
の
課
税
方
式
に
つ
い
て
、
所
得
税
と
異
な
る
課
税
方
法
を
選
択
す
る
場
合
は
、

納
税
通
知
書
の
送
達
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

税

町

県

民民

国
民
健
康
保
険険

のの
申
告

相
談

本庁舎税務住民課
☎74-0069

津和野庁舎総合窓口
☎72-0663



いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい はい

はい

はい はい はい

いいえ

いいえ いいえ

スタートから進み、申告が必要か不要か判断する目安にして下さい。スタートから進み、申告が必要か不要か判断する目安にして下さい。

令和４年中に収入がありましたか？
（この収入には、遺族・障害年金、失業保険など
の非課税の給付は含まれません。）

収入は 1 カ所からの給与所得のみ
で、年末調整がされていますか

令和 5年 1月 1日時点のあなたの年
齢は 65歳以上でしたか

年金収入が年間 98 万
円を超えていますか

収入は公的年金等ですか

年金収入が 148 万円を超えますか
営業・農業・不動産・
一時・譲渡所得などが
ありますか

年末調整がされて
いない給与があり
ますか

令和 5 年 1 月 1 日時点で居住し
ていた市町村に照会してください

申告が必要です

申告が必要です

申告は不要です

申告は不要です

申告は不要です

同居している家族の控
除対象配偶者、または
扶養控除対象者ですか

スタート
令和５年１月１日時点で津和野町
に居住していましたか？

申　告　が　必　要　で　す

令和５年度 町県民税・国民健康保険税申告受付日程
日 曜

津和野地域
日 曜

日原地域

地区名 受付時間 会場 地区名 受付時間 会場

2/16 木
寺田上・寺田下・

促進住宅・下千原・
上千原・岩瀬戸 9:00~12:00

13:00~15:00 小川
公民館

2/16 木 青原

9:00~12:00
13:00~15:00

青原
公民館

2/17 金
和田・麓耕・
商人上・日浦

2/17 金
小瀬・青原団地・ 
大木・二俣・鹿谷

2/20 月 直地上・野広 9:00~12:00 2/20 月 柳・添谷

2/21 火
田代徳次・白井木尾谷・
高田・鳥井田平・牧ケ野

9:00~12:00
13:00~15:00

畑迫
公民館

2/21 火 三渡曽庭・脇本
9:00~12:00

13:00~15:00
池河

公民館
2/22 水

喜時雨・中原・虹ヶ谷・
山入・市尾戸谷・上横瀬西・

上横瀬東・下横瀬
2/22 水 堤田

2/24 金
木毛・西谷出合・畑迫白石・

上高野・下高野・
野中・吉ヶ原

2/24 金 左鐙東・左鐙西
9:00~12:00

13:00~15:00 左鐙
公民館

2/27 月
小野・中組・畑・
吹野上・吹野下

9:00~12:00
13:00~15:00

木部
公民館

2/27 月 上横道・下横道・一ノ谷 9:00~12:00

2/28 火 中川・奥ヶ野・三歩市 2/28 火 小直

9:00~12:00
13:00~15:00

津和野
町役場
本庁舎
（１階
会議室

２）

3/1 水
川尻・下組・長野・
福谷・本郷・豊稼

3/1 水 滝元上・滝元下

3/2 木 門林・中座１・中座２

9:00~12:00
13:00~15:00

町民セ
ンター
講義室

3/2 木 商人下・宿谷・程彼

3/3 金 鷲原１・森３・森４ 3/3 金

相撲ヶ原上・相撲ヶ原
下・

須川元郷・日浦東・
日浦西

3/6 月 鷲原２上・鷲原２下・町田 3/6 月 野地・野口

3/7 火 森１・森２ 3/7 火
畳・新地・下左鐙・

木ノ口住宅

3/8 水
西１・西２・西３
北１・北２・北３

3/8 水 木ノ口上・木ノ口下

3/9 木
本町１・本町２

東１・東２
3/9 木 枕瀬東・枕瀬西

3/10 金 笹山 3/10 金 栄町・旭町上下・扇町・
春日町・幸町・金見町上
下・山根町・清水町・星
の里（予定日に都合の悪

かった方）

3/13 月 全町
（予定日に都合の悪かった

方）

3/13 月

3/14 火 3/14 火

3/15 水 3/15 水
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申告相談は、税務住民課窓口及び商工観光課総合窓口では出来ません。ご迷惑をおかけします。
税務担当職員全員が申告会場に出向きますので、役場窓口での対応にご不便をおかけしますが、皆さまのご税務担当職員全員が申告会場に出向きますので、役場窓口での対応にご不便をおかけしますが、皆さまのご
理解・ご協力をお願いします。理解・ご協力をお願いします。
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広報つわの 2023 年 1 月 16 日発行

総務財政課☎ 74-0028

令
和
４
年
10
月
１
日
発
令
の

高
齢
者
叙
勲
に
お
い
て
、
元
津

和
野
町
議
会
議
員
の
後
山
幸
次

さ
ん
に
旭
日
双
光
章
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

後
山
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
２

月
に
旧
津
和
野
町
議
会
議
員
に

初
当
選
さ
れ
、
以
降
合
併
を
経

て
令
和
４
年
４
月
ま
で
の
約
39

年
３
ケ
月
に
わ
た
り
、
町
議
会

議
員
と
し
て
豊
富
な
経
験
と
卓

抜
な
る
識
見
を
も
っ
て
地
方
自

治
の
発
展
、
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
、
平
成
11
年
２

月
か
ら
平
成
15
年
２
月
ま
で
の

４
年
間
は
副
議
長
と
し
て
議
長

を
補
佐
し
、
合
併
後
の
在
任
特

例
適
用
期
間
後
の
平
成
18
年
５

月
か
ら
平
成
22
年
４
月
ま
で
の

４
年
間
は
議
長
と
し
て
議
会
の

円
滑
な
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

永
年
に
わ
た
る
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。

叙勲伝達式の様子後山さん（左）と下森町長（右）

農業委員会からのお知らせ 後山幸次さんに高齢者叙勲（旭
きょくじつそうこうしょう

日双光章）
農業委員会☎ 72-0653

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
に
つ
い
て

豊
か
な
老
後
生
活
の
た
め
に

は
、
国
民
年
金
だ
け
で
は
十
分

と
は
言
え
ず
、
老
後
の
生
活
費

は
自
分
で
準
備
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。農
業
者
の
皆
さ
ま
も
、

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
安
心

で
豊
か
な
老
後
を
迎
え
ま
し
ょ

う
。

【
加
入
要
件
】

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

③
年
齢
が
20
歳
以
上
60
歳
未
満

※
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
国
民
年
金
の
任
意
加
入

者
も
加
入
で
き
ま
す
。

【
農
業
者
年
金
の
特
徴
】

①
農
業
者
の
方
な
ら
広
く
加
入

で
き
ま
す
。

②
通
常
加
入
の
場
合
、
保
険
料

の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ

ま
す
。

③
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
控

除
等
、
税
制
面
で
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す
。

④
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
「
積

立
方
式
・
確
定
拠
出
型
」
の

年
金
で
す
。

⑤
終
身
年
金
で
、
80
歳
前
に
亡

く
な
ら
れ
て
も
死
亡
一
時

金
が
あ
り
ま
す
。

⑥
一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業

者
に
は
保
険
料
の
国
庫
補

助
が
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
改
選
に
つ
い
て

令
和
５
年
11
月
末
を
も
っ
て

現
在
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
任
期
が
満

了
し
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま

す
。
委
員
の
募
集
等
に
つ
い
て

は
5
月
以
降
に
行
う
こ
と
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
農
業
委
員
会

で
は
、
若
手
・
女
性
の
農
業
者

の
積
極
的
な
応
募
や
推
薦
を
期

待
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。
委
員
の
活

動
等
に
つ
い
て
知
り
た
い
場
合

は
、
農
業
委
員
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

20 歳到達時の国民年金加入について
健康福祉課☎ 72-0651

国
民
年
金
の
加
入
に
つ
い
て

20
歳
に
な
っ
た
方
（
厚
生
年

金
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
を

除
き
ま
す
。）
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
国
民
年
金
（
第
1

号
被
保
険
者
）
に
加
入
し
た
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
概
ね
2

週
間
以
内
に
、
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
、
国
民
年
金
加
入
の
お

知
ら
せ
、
国
民
年
金
保
険
料
納

付
書
、
国
民
年
金
の
加
入
と
保

険
料
の
ご
案
内
（
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
）、
保
険
料
の
免
除
・
納
付

猶
予
制
度
と
学
生
納
付
特
例
制

度
の
申
請
書
、
返
信
用
封
筒
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
20
歳
に
な
っ

て
か
ら
約
2
週
間
程
度
経
過
し

て
も
「
国
民
年
金
加
入
の
お
知

ら
せ
」
が
届
か
な
い
場
合
は
、

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
20
歳
直
前
で
海
外
に

出
国
さ
れ
た
方
や
20
歳
に
な
っ

た
時
に
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

し
て
い
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な

っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
国

民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
と
し

て
加
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

保
険
料
は
、
金
融
機
関
の
ほ

か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
で
き
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
納
付
も
可
能
で
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
ま
と
め
て
前

払
い
す
る
こ
と
で
保
険
料
が
割

引
に
な
る
お
得
な
前
納
制
度
も

あ
り
ま
す
。
前
納
は
申
出
月
か

ら
の
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
場
合
は
お
早
め
に
申

出
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度
、
免
除
・

猶
予
制
度
に
つ
い
て

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経

済
的
に
困
難
な
場
合
は
、
保
険

料
の
学
生
納
付
特
例
制
度
や
免

除
・
納
付
猶
予
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

学
生
納
付
特
例
や
免
除
・
納
付

猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が

あ
る
場
合
は
、
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て
将
来

の
年
金
額
が
低
額
と
な
り
ま
す

が
、
後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す

る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サン電子工業磯垣社長 （左） と下森町長 （右） 

総務財政課☎ 74-0028

サ
ン
電
子
工
業
株
式
会
社
様

よ
り
、
津
和
野
町
鷲
原
の
土
地

10
筆
・
建
物
9
棟
の
寄
附
を
賜

り
ま
し
た
。寄
附
い
た
だ
い
た
、

土
地
お
よ
び
建
物
に
つ
い
て

は
、
津
和
野
町
の
町
政
事
業
に

有
効
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

土地・建物をご寄贈
いただきました

ワークショップの様子グループ意見発表の様子

まちづくりワークショップを開催しました
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

12
月
14
日
（
水
）、
日
原
小

学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
日
原

小
学
校
６
年
生
と
日
原
中
学
校

１
年
生
の
児
童
・
生
徒
を
対
象

と
し
て
、
小
中
合
同
の
ま
ち
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
事
業
は
、
現
在

策
定
中
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
に
児
童
・
生
徒
の
意
見
を
反

映
さ
せ
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と

し
、
計
２
回
の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
１
回
目
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、
日
原
地
域

の
良
い
点
と
悪
い
点
を
一
人
ず

つ
意
見
を
出
し
合
い
、
出
た
意

見
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と

め
、
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
良
い
点
で
は
、
自
然
が
豊

か
で
あ
る
こ
と
や
、
食
材
が
美

味
し
い
こ
と
が
多
く
あ
が
り
、

悪
い
点
で
は
、
お
店
が
少
な
い

こ
と
や
、
公
園
等
の
遊
び
場
が

少
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。次

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

２
月
を
予
定
し
て
お
り
、
今
回

ま
と
め
た
意
見
を
基
に
、児
童
・

生
徒
に
ま
ち
づ
く
り
の
全
体
構

想
の
案
を
出
し
て
い
た
だ
く
予

定
と
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画

の
策
定
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
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開所日 変更後開所時間

月曜日～
金曜日

放課後時～
18 時 30 分

土曜日および
長期休業日等

７時 30 分～
18 時 30 分

健康福祉課☎ 72-0673

令和５年度
放課後児童クラブ開所時間

令
和
５
年
度
（
令
和
５
年
４

月
）
よ
り
町
内
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
開
所
時
間
が
以
下
の

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
利
用
料
の
変
更
は
、

あ
り
ま
せ
ん
。

放課後児童クラブの
開所時間を変更します

ごみ袋販売所の
変更について
環境生活課☎ 72-0309

令
和
5
年
3
月
31
日
（
金
）

を
も
っ
て
、
日
原
地
域
の
郵
便

局
で
実
施
し
て
い
る
ご
み
袋
販

売
を
終
了
し
ま
す
。

な
お
、
郵
便
局
以
外
の
商
店

等
に
つ
い
て
は
令
和
5
年
4
月

以
降
も
ご
み
袋
の
販
売
を
継
続

し
ま
す
。

そ
の
他
、
ご
み
袋
の
購
入
に

つ
い
て
は
「
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
の
手
引
書
（
平
成
29
年

改
訂
版
）」
を
参
考
に
し
て
い

た
だ
き
、
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
環
境
生
活
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

水道管凍結予防にご協力ください
環境生活課☎ 72-0309

冷
え
込
み
の
厳
し
い
時
期
に

は
、
屋
外
や
宅
内
の
水
道
管
が

凍
っ
て
し
ま
い
、
破
裂
す
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
庭
の
水

道
設
備
が
破
損
し
た
場
合
は
、

修
理
費
が
必
要
と
な
る
だ
け
で

な
く
、
漏
水
し
た
水
量
に
か
か

る
水
道
料
金
等
も
お
客
様
の
負

担
と
な
り
ま
す
の
で
、
凍
結
防

止
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

長
期
不
在
時
等
に
は
、
概
ね

宅
外
に
あ
る
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
内
「
止
水
栓
」
を
閉
め
て
お

き
ま
す
と
、
水
が
止
ま
り
ま
す

の
で
漏
水
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
止
水
栓
を
閉
め
ま

す
と
、
宅
内
の
蛇
口
を
開
け
て

お
い
て
も
水
が
止
ま
る
事
が
、

メ
ー
タ
ー
内
「
銀
色
の
星
型
」

に
て
確
認
で
き
ま
す
。
止
水
栓

を
、
止
め
る
際
と
逆
に
回
し
ま

す
と
水
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
ご
近
所
で
長
期
不
在

の
お
宅
の
凍
結
漏
水
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
手
数
で
す
が
環
境

生
活
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

（
一
時
的
な
対
策
例
）

長
期
不
在
時
は
ご
自
身
で

　

⇒

「
止
水
栓
」
を
閉
め
る

帰
宅
し
て
水
を
使
う
際

　
⇒

「
止
水
栓
」
を
開
け
る

ë î ïî

ïð ïì ïç

çé

        
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各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

■行政相談
総務財政課･････････☎ 74-0028
■交通事故相談　島根県交通

事故相談所･ ☎ 0852-22-5102
■無料人権相談
税務住民課･････････☎ 74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談 , ひ
とり親巡回就業相談

健康福祉課･････････☎ 72-0657
　　　　　･････････☎ 72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,

無料法律相談
　　　　　　　社会福祉協議会

津和野支所･･･････☎ 72-1494
■明るい生活相談
　　　　　　　社会福祉協議会

本所日原支所･････☎ 74-1617
■パソコン教室 , フラダンス
日原中央公民館･････☎ 74-0302
■ 3Ｂ体操,，水彩画教室
津和野町民センター･☎ 72-2070
■キラキラ体操教室 , 元気

アップ教室 , フォロー教室
地域包括支援センター☎ 72-0683
■断酒会　断酒会鹿足支部
	 ☎ 090-9061-8012
■囲碁クラブ , ３月のライオン

ズクラブ
滝元枕瀬公民館･････☎ 74-0680

※１ 地域運動推進員サロン活
動・研修会

※２ ひまわりクラブ
※３ 家庭のあり方を見つめなお

し、家族でふれあう時間を作
るために設けられた日

主な行事のお問合せ先

町税等の支払いは口座振町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです替が便利でおススメです

国民健康保険税…第 11期国民健康保険税…第 11期
後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料
・・・・・・・・・・・・・・第 11 期第 11 期
介護保険料介護保険料・・・・第 11 期第 11 期

金 -Friday-木 -Thursday-水 -Wednesday- 土 -Saturday-

納期限２月 28 日

火 -Tuesday-月 -Monday-日 -Sunday-

日原中央公民館中央
町セ 津和野町民センター
福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ日原公民館日公 津和野温泉なごみの里
シルクウェイにちはら

なごみ
シルク

２２

◎つわのオレンジカフェほっと
（畑迫ほたるの宿 /10:00~12:00）

◎小川はつらつクラブ※ 1

（小川公民館 /14:00~15:30）

21

14

76

13

20

282726

19

12

5

◎音読会 
（津和野図書館 /14:00~）

◎しまね家庭の日※ 3

◎第 160 回輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（小川公民館 /10:30~11:30）
（まちせ /13:30~14:30）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎さわやか会※１

 （青原公民館 /13:30~15:00)
◎音読会 
（津和野図書館 /14:00~）

◎ワンコイン上映会「最高の人
生の見つけ方」

（青原公民館 / ① 10:00~
  ② 14:00~ ③ 19:00~）

◎育児相談
（ 日 原 子 育 て 支 援 セ ン タ ー

/10:00~11:30）

◎命婦狐の失せ物探し道中
行列お披露目

（本町・殿町通り /13:00~）
鍵奉納の儀

（太皷谷稲成神社 /14:10~）

　　  ◎日原図書館・津和野図書
　　  館休館日

◎ぴょんぴょん教室
（直地保育園 /9:30~11:00）

◎パソコン教室 （日原公 /10:00~12:00）
◎名賀のぞみクラブ※１

 （名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
（池河公民館 /10:30~11:30）
（須川公民館 /13:30~14:30）

◎いきいき百歳体操※ 2（まちせ /13:00~）
◎さわやか会※１ （青原公民館/13:30~15:00)
◎つわのオレンジカフェほっと

（津和野社協軽運動場/13:30~15:15）

◎パソコン教室 
（日原公 /10:00~12:00）

◎なかよし体操中座※１

（中座会館 /10:00~11:30）
◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)
◎キラキラ体操教室
（やまび /13:30~14:30）

◎パソコン教室
 （日原公 /10:00~12:00）

◎畑迫 HBG 体操クラブ※１

（畑迫公民館 /10:00~11:30）
◎しまね西部若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ
　出張相談会
（やまび /10:30~12:00）
（まちせ /13:30~15:00）

◎いきいき百歳体操※ 2 

（まちせ /13:00~）
◎さわやか会※１

 （青原公民館 /13:30~15:00)

日公 25242322

18171615

8

1

9 10 11

432	

◎心配ごと相談・行政相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎育児相談
（津和野子育て支援センター

/10:00~11:30）
◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎ひのきの湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎水彩画教室
（まちせ /19:00~）

◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎明るい生活相談・行政相談・
　人権相談
（やまび /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎無料法律相談
（やまび /13:30~16:00）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /10:00~11:30）

◎リハビリ来い、鯉クラブ※１

（まちせ /10:00~11:30）
◎乳児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

　　  ◎だいだい湯 
       （なごみ /10:00~21:00）

◎にこにこ会※１

（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）
◎フォロー教室※ 1

（池河公民館 /10:00~11:30）
◎すみれ会※１

（小瀬会館 /13:30~15:00）
◎かけ橋の会 
（やまび /14:00~16:00）
（まちせ /14:00~16:00）

◎水彩画教室（まちせ /19:00~）
◎断酒会 （プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎キラキラ体操教室
（畑迫公民館 /13:30~14:30）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /13:30~14:30）

◎つわのオレンジカフェほっと
（やまび /13:30~15:15）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎ひのきの湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎遺言・相続・後見相談
（ふくせ /13:30~16:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎断酒会 
（まちせ /19:00~21:00）

◎西周生誕記念講演会
（森鷗外記念館 /14:00~15:30）

◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /10:00~11:30）

◎キラキラ体操教室
（名賀地域センター/10:30~11:30）
（木部公民館 /13:30~14:30）

◎幼児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎だいだい湯 
（なごみ /10:00~21:00）

◎さくら会※１

（須川公民館 /10:00~11:30）

なごみ

◎離乳食教室
（やまび /9:30~11:30）

◎元気会※１

（やまび /10:00~11:30）
◎心配ごと相談・行政相談・
　人権相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎史談会
（まちせ /13:30~）

建国記念の日

天皇誕生日

年末年始のお休み
　　◇ 12/29~31                               ◇ 12/29~1/4
　　・森鷗外記念館　　　　　　・津和野図書館
　　・安野光雅美術館　　　　　・日原図書館
　　・桑原史成写真美術館

　　◇ 12/30~1/4                             ◇ 1/1
　　・津和野町役場　　　　　　・日原天文台
　　・郷土館　　　　　　　　　（3 日及び４日についても休館）
　　・養老館　　　　　　　　　・星と森の科学館
　　・旧堀氏庭園　　　　　　　（3 日及び４日についても休館）
　　・旧畑迫病院

やま

やま

福セ

福セ

福セ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

町セ

町セ
町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

日公

町セ

やま

やま

やま

やま

やま

やま

日公

日公

町セ

町セ

町セ

なごみ
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ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！

「自己理解と尊重」についての、HR活動を行い「自己理解と尊重」についての、HR活動を行い
ました！ました！

２学期最後のホームルームの時間に、全学年２学期最後のホームルームの時間に、全学年
「自己理解と尊重」をテーマとする活動を行いま「自己理解と尊重」をテーマとする活動を行いま
した。当日は「知り合い・友だち・親友の境界した。当日は「知り合い・友だち・親友の境界
線」を考えてみたり、「私のトリセツ（取扱説明線」を考えてみたり、「私のトリセツ（取扱説明
書）」を書いてみたりと自分を改めて 見つめ直書）」を書いてみたりと自分を改めて 見つめ直
す時間になりました。す時間になりました。

ツコウの情報を『津和野高校ホーツコウの情報を『津和野高校ホー
　ムページ』にて発信しております　ムページ』にて発信しております

→http://tsuwano.ed.jp/→http://tsuwano.ed.jp/

保育実習を行いました！保育実習を行いました！
１・２年生の学習（家庭１・２年生の学習（家庭

科）の一環として，津和野科）の一環として，津和野
幼花園さんで保育実習をさ幼花園さんで保育実習をさ
せて頂きました。当日は、せて頂きました。当日は、
園児たちの元気な声と高校園児たちの元気な声と高校
生の笑顔が溢れる素敵な時生の笑顔が溢れる素敵な時
間になりました。間になりました。

HAN-KOHイベントHAN-KOHイベント
「津和野教室クリスマスイベント」「津和野教室クリスマスイベント」

HAN-KOHでは異HAN-KOHでは異
文化体験や異なった文化体験や異なった
学年の交流を目的に学年の交流を目的に
イベントを実施してイベントを実施して
います。昨年の12月います。昨年の12月
16日（金）に津和野16日（金）に津和野
教室で毎年恒例のク教室で毎年恒例のク
リスマスパーティーを実施しました。リスマスパーティーを実施しました。

企画内容は中高生がスタッフと一緒に考え、ク企画内容は中高生がスタッフと一緒に考え、ク
リスマスにまつわるクイズ大会やピザ・ケーキリスマスにまつわるクイズ大会やピザ・ケーキ
作りなどを行いました。日原教室では12月22日作りなどを行いました。日原教室では12月22日
（木）に実施が予定されていましたが、雪の影響（木）に実施が予定されていましたが、雪の影響
により残念ながら中止となってしまいました。により残念ながら中止となってしまいました。

初めてケーキ作りに挑戦する生徒もいました初めてケーキ作りに挑戦する生徒もいました
が、飾りつけを工夫しながらどのチームも上手にが、飾りつけを工夫しながらどのチームも上手に
仕上げていました。自分たちで作ったケーキは見仕上げていました。自分たちで作ったケーキは見

た目以上に美味しく感じられたのではないでしょた目以上に美味しく感じられたのではないでしょ
うか。どちらの会場も企画・会場準備から生徒たうか。どちらの会場も企画・会場準備から生徒た
ちと一緒にイベントを作っていき、講師・スタッちと一緒にイベントを作っていき、講師・スタッ
フ・生徒ともに交流が深まり、楽しいひと時を過フ・生徒ともに交流が深まり、楽しいひと時を過
ごせました。ごせました。

新年もHAN-KOH事業がより進展していくよう新年もHAN-KOH事業がより進展していくよう
に講師・スタッフ一同頑張っていきます！　に講師・スタッフ一同頑張っていきます！　

町営英語塾HAN-KOHに関する町営英語塾HAN-KOHに関する
情報はwebでご覧ください！情報はwebでご覧ください！

→http://hankoh-tsuwano.com/→http://hankoh-tsuwano.com/
→https://www.facebook.com/→https://www.facebook.com/
HANKOH2014/HANKOH2014/

ホームページ

  facebook

H
ハ ン コ ー
AN-KOH だより

Tsuwano T-space　ニュースライン
東京で津和野を PR！津和野町東京事務所ではこんな活動をしています！

【お問合せ先】津和野町東京事務所（T-space）　☎ 03-5615-8358
　　　　 　　http://tsuwano-tokyo.net/

楽しく学んで防災スキルを高めよう！楽しく学んで防災スキルを高めよう！
12 月４日（日）、文京区教育の森公園＆スポーツセンターにて地域の方に防災意識を高め
防災時の行動力の向上を目的とした「文京区防災フェスタ」が開催されました。この日は
とてもお天気が良く、お子様連れのご家族が様々な体験メニューに参加され有意義な一日
を過ごされていました。
津和野町は文京区と災害時の連携等において相互協力していくことで協定を結んでいるこ
ともあり、このイベントに参加させていただきました。津和野のブース前では抽選で当たっ
たお子様が高さおよそ 20m 以上に及ぶ「はしご車体験乗車」に参加される様子をとても
ドキドキしながら拝見しました。
津和野町東京事務所は、観光パンフレットの配布や、津和野の物産販売等により、津和野
の魅力を発信することができました。また、このイベントに参加することによってあらた
めて文京区との災害における相互協力の大切さを実感いたしました。

平成 29 年 3 月に形成さ
れた山口県央連携都市圏
域。ここでは圏域のイベ
ント情報を紹介します。
　 日時　　場所　　料金　　問合先

気軽に落語を楽しむ落語村。昨年度の
文化庁芸術祭で新人賞を受賞した桂竹
千代を迎えて月一回の落語会を開催し
ています。
　２月23日（木・祝）
　開場：13時　開演：13時 30分
　一般 1,000 円、高校生以下 500 円
　　秋吉台国際芸術村☎ 0837-63-0020

色鮮やかに咲き乱れるヤブツバキの見
頃に合わせて、毎年「萩・椿まつり」
が開催されます。期間中の土・日・祝
日には、椿見どころ案内人による無料
ガイドや萩椿小町によるおもてなしな

どがあります。
　２月11日 （土）～３月19日 （日）
　笠山椿群生林
　萩市観光課☎ 0838-25-3139
　

年に一度、県指定有形文化財「木造千
手観音菩薩立像」など、平安時代中期
から鎌倉時代初期に制作された７躯の
仏像を一般公開します。年に一度の御
開帳です。この機会に是非ご覧くださ
い。
　２月18日（土）９時～16時
　　岩崎寺☎0836-83-3414

こだわり銘梅酒の試飲会・即売会、梅
をモチーフとしたワークショップ・雑
貨販売やキッチンカーが出店します。
　２月 12日 （日） 10 時～ 16時
　ときわ湖水ホール
　梅酒の試飲会：前売 500 円・当日 700 円
　ワークショップ：350 円～
　宇部市ときわ公園課
　☎ 0836-54-0551

居蔵造りの街並みと商店街において、地
域の方々と協力しながら既存店舗や空き
店舗、民家、公民館等に阿知須の「ひな
もん」、和紙人形、絵手紙、手作り小物
等の手作りアート作品を展示します。
　２月９日（木）～２月13日（月）
　９時30分～15時30分
　山口県央商工会阿知須支所周辺など
　山口県央商工会阿知須支所
　☎ 0836-65-2129

“ひなまつり”にちなみ、豪華な ｢有職
雛｣ の段飾りをはじめ毛利家伝来の雛
道具や、姫君ゆかりの華麗な品々など、
毛利家の女性たちを魅了した美しいも
のを多数紹介します。
　２月４日 （土）～４月９日（日）
　９時～17時（入館は16時まで）
　大人 700 円、小中学生 350 円
　　毛利博物館☎0835-26-5151

圏域での圏域での
その他イベント情報その他イベント情報

　美祢市　　　第９回秋吉台落語村

　萩市　　　　　萩・椿まつり

　山陽小野田市　 岩
が ん き じ

崎寺所蔵仏像一般公開

　　宇部市　　　　梅まつり

　　　　　毛利博物館企画展「うつくしい
　　　　　もの ‐ 毛利家のお雛さま ‐」

　　　　　阿知須のひなもんまつり＆
　　　　　ぷち街角ぎゃらりー山口市 

防府市 


